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今
年
は
、
目
に
見
え
る
形

で
ま
ち
の
装
い
が
変
わ
り
始

め
た
１
年
で
し
た
。

　
一
番
町
大
街
道
口
に
誕
生

し
た「
ア
エ
ル
松
山
」、
松
山

Ｉ
Ｃ
か
ら
松
山
空
港
を
結
ぶ

松
山
外
環
状
道
路
の
一
部
開

通
。
こ
れ
ら
は
松
山
の
都
市

機
能
を
高
め

る
の
に
必
要

不
可
欠
な
取

り
組
み
で
す
。
ま
た
道
後
温

泉
で
は
、
飛
鳥
時
代
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
椿
の
湯
新
湯
の

整
備
に
向
け
て
動
き
出
し
ま

し
た
。

　
一
方
、
変
わ
ら
な
い
も
の

も
。
第
50
回
松
山
ま
つ
り
、

第
30
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
中

島
大
会
な
ど
、
松
山
で
は
今

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
積
み
重
ね
た
長

い
歴
史
の
中
に
は
、
多
く
の

皆
さ
ま
の
努
力
が
あ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
15
年
か
け
て
取
り
組
ん

で
き
た「
こ
と
ば
の
ち
か
ら
」

が
評
価
さ
れ
、「
こ
と
ば
を

大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
文
化
庁
長

官
表
彰
を
受

彰
し
た
こ
と

は
、
そ
の
積
み
重
ね
が
花
開

い
た
代
表
例
と
い
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の

「
幸
せ
」の
た
め
に
、「
変
革
」

と「
継
続
」を
積
み
重
ね
、
松

山
の
発
展
の
た
め
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
変
革
」と「
継
続
」を

積
み
重
ね

松
山
市
長

月 日 で　き　ご　と
1 14 宮内伊予柑生誕60周年記念イベント

23「人口50万人以上の都市で８年連続１人１日あたりのごみ排出量最少」達成
2 2 中島支所リニューアル

8 第53回愛媛マラソン開催
14 えひめご当地こなもんサミット2015 i

イン

n 三津浜開催
18 世代別タウンミーティングを初めて松山大学で開催
22 合併10周年記念式典開催（北条）

3 8 合併10周年記念式典開催（中島）
15 中央浄化センターに消火ガス発電設備通電式開催❶
21 松山外環状道路市坪ＩＣ－余戸南ＩＣ間開通
27 職業別タウンミーティング（農業）を初めて開催
30 愛媛大学と「実践的学生防災リーダー育成プログラム」スタート

4 1 消防救急デジタル無線と新通信指令管制システム運用開始
子ども医療助成を拡充し中学３年生まで入院費無料化
市権利擁護センターを設置
市子ども・子育て支援事業計画策定
新玉地区でまちづくり協議会設立

15 清水地区でまちづくり協議会設立
28 城山公園北堀でハクチョウのひなが５羽誕生

5 1 「蜷川実花×道後温泉　道後アート2015」開幕
8 市選管「学生と考える、投票率向上プラン」が全国広報コンクールで入選

13 松山観光港でミシュラン・グリーンガイド・カラー限定色のレンタサイクル運用開始
14 夏井いつきさんを俳都松山大使に任命❷
15 市地域防災協議会を設立
21 文化庁長官表彰授与式
26 市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画を改定

6 2 第１回市地方創生懇話会を開催
4 「まつやま笑顔の巡り愛キューピット」認定証交付

25 松山城山ロープウェイ・リフトがトリップアドバイザー「2015年 エクセレンス認証」を受賞
26 国から「地域資源を活用した観光地魅力創造事業」の地域に四国で唯一選定
28 地域力パワーアップ大会開催

7 13 新宿区と「夏目漱石をゆかりとした歴史・文化及び観光交流に関する協定」を締結
14 道後温泉活性化フォーラム開催
18 道後温泉本館の行列に対応する順番管理サービス「A

エア

ir ウェイト」を試験導入
「光のおもてなし in 松山城」開催（８月９日まで）

19 上島町から譲渡された救急艇「うみねこ」就航
8 5 全日本女子硬式野球大会でマドンナ松山が準優勝

7 第50回松山まつり開催（９日まで）
22 第18回俳句甲子園全国大会開催（23日まで）

まつやま子規亭スタート❸
23 第30回トライアスロン中島大会開催
26 一番町大街道口に「アエル松山」オープン
28 第１回松山圏域活性化戦略会議開催
29 市地方創生女性・若者会議開催

9 23「ゆるキャラグランプリ2016」決戦投票の松山市開催が決定
27 愛媛マンダリンパイレーツが初の四国アイランドリーグ総合優勝

10 1 県立中央病院西隣に市救急ワークステーション運用開始
2 瀬戸内４県都市長会議を道後温泉本館で開催
9 愛媛・松山空港～台北・松山空港直行チャーター便運航（12日も）

12「しまのわ学校体育祭 in ごごしま」開催
15 市戦争犠牲者追悼式などの戦後70年平和記念事業開催（22日まで）
16 市代表団が、韓国・平澤市を答礼訪問、平澤港マラソンなどに参加（19日まで）
23 人間国宝認定の本市出身文楽太夫　豊竹嶋大夫氏に市文化スポーツ栄誉賞を授与
30 市友好交流訪問団が台北温泉まつりに参加（11月２日まで）
31「俳都松山宣言2015～十七音があなたを変える～」開催

11 6 東京ヤクルトスワローズ秋季キャンプスタート（21日まで）
15「第１回『坂の上の雲』のまち松山　サイクルロゲイニング大会」開催
21「えひめ・まつやま産業まつりw

ウィズ

ithメディアパーティー」開催（22日まで）
26「第14回坊っちゃん文学賞表彰式」開催

「第１回日本アボカドサミット」開催

特集

市
政
こ
の
１
年

市
政
こ
の
１
年

　
多
く
の
市
民
が
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
一
番
町
大
街
道
口
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
新
松
山
市
誕
生

10
年
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
、
節
目
を
迎
え
た
松
山
の
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

（
11
月
27
日
現
在
）

　８月26日、「AEL MATSUYAMA（アエル松山）」がオープンし、一番町大街道口が新たな装
いに生まれ変わりました。再開発にあわせ、地元商店街が主体になってアーケードをリニューア
ルし、商店街のアーケード入口付近に開放的な「憩いの空間」を設け待ち合わせなど人が集える
スペースを確保、また国土交通省と連携して周辺道路の景観整備も行いました。

　２月８日、史上最多となるラン
ナー9,937人が参加。経済効果は
過去最高のおよそ４億４千万円に
なりました。

　７月18日～８月９日、広島市の協力を得ながら光のトンネルや花
畑など大小14のオブジェを設置するとともに、石垣や隠門前の樹木
をLEDで飾りました。

　中学３年生までの入院費無料化をはじめ、児童
クラブの増設など子育て環境の充実を図りました。

　２月18日からスタートし、大学生や子育
て世代、農業や商店街関係者などを対象に
新たなタウンミーティングを開始しました。

　地域防災の新たな協
議会を発足させたほか、
愛媛大学と連携し、防
災士の資格を取得した
学生が防災リーダーク
ラブを結成するなど、
地域、企業、大学、行
政が連動し、地域防災
力を高めています。

　高齢化に対応し、県の協力を得て、
県立中央病院西隣に開設、中四国初
の「常駐型」方式として10月１日
から運用を開始しました。

　旧北条市、中島町と合併し四国初
の50万都市になって10年を迎え、
２月22日に北条で、３月８日に中
島で記念式典を開催しました。

　旧中島町時代から地元住民の
皆さんに支えられてきたトライ
アスロン中島大会が８月23日、
30回を迎えました。

　８月７～９日に開催された「松山まつり」は、
50回を記念しディズニーの仲間たちのパレード
や子ども部門が開催されました。

　昨年開催された「道後オンセナート 2014」のテーマ引き継
ぎ５月１日に開幕。蜷川実花さんをメーンアーティストに迎え、
道後温泉本館など道後地区が蜷川さんの作品で彩られました。

　３月21日、市坪インターチェンジから余戸南インターチェンジの間約1.8㌔が開通し、インター
線区間は一部工事中の区間を通って全線走行可能に。松山インターチェンジから国道56号までの
所要時間が大幅に短縮されました。

一番町大街道口リニューアル

第53回愛媛マラソン

光のおもてなし i
イン

n 松山城 第50回松山まつり蜷川実花×道後温泉　道後アート2015

第30回
トライアスロン中島大会

中学３年生までの入院費無料化

世代別・職業別タウンミーティング

全国で例を見ない地域防災

市救急ワークステーション
運用開始

新松山市誕生10年

松山外環状道路
市坪ＩＣ－余戸南ＩＣ間開通

24

　四国アイランドリーグ初の総合
優勝、独立リーグ日本一に輝きま
した。

愛媛マンダリンパイレーツが
初の総合優勝

　「ことばを大切にするまちづくり」と魅力発
信の取り組みが評価され５月21日、平成26年
度文化庁長官表彰の授与式が行われました。

文化庁長官表彰を受彰

　松山東高等学校が選抜高等学校野
球大会に82年ぶりに出場、甲子園で
の活躍に多くの市民が熱狂しました。

松山東高が春の
甲子園に出場
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